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１ 計算例 

 (1) 想定施設 

 

 

(2) 設計消火剤量及び放出消火剤量 

   設計消火剤量は、防護区画の体積に消火剤係数0.52を乗じた量とする。設計消

火剤量と貯蔵ガス容器から、設置する貯蔵ガス容器を選定し放出消火剤量を算定

する。 

 (3) 設計消火剤濃度 

   放出消火剤濃度は、放出消火剤量及び防護区画の体積から、次式により計算す

る。 

 

 (4) 安全濃度の確認 
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   誤放出事故における人に対する安全性を確保するために、空間体積の消火剤濃

度は、52.3％を超えないものとする。 

   空間体積の消火剤濃度は、放出消火剤量及び空間体積から、次式により計算す

る。 

 

 (5) 想定施設の計算値 

 

 (6) 圧力損失計算 

   消火剤放出時の圧力損失計算及び流率計算は、次により行う。 

   なお、圧力損失計算及び流率計算に用いる圧力は全て絶対圧力とする。 

  ア 配管摩擦損失の計算 
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  イ 放射ヘッドの流率の計算 

 

  ウ 放射ヘッドの等価噴口面積の計算 

 

  エ 配管途中の管継手の等価管長は、第８－４－４表及び第８－４－５表により

換算すること。また、弁等の等価管長は当該弁の評価証に示されたものを使用

すること。 

  オ 避圧口 

 

  ※ 防護区画は10,000〔kgf/㎡〕(1,000〔Ｐa〕)以上の圧力強度を有している。 

区画名 消火剤流量〔㎥/min〕 Ａ〔㎝〕 

発電機室 139.9 1,621 
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